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１．概要（Summary） 

神経細胞に外部刺激を提示し、活動応答を調べること

で、その活動メカニズムを調べることが可能である。今回、

ガラス基板上に培養された神経細胞に対して、いくつか

の条件下で電気刺激を提示し、その応答を解析すること

で、最適な刺激条件の抽出を試みた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

環境維持・制御装置 

蛍光顕微鏡 

【実験方法】 

ガラス基板上で 10 日間、神経細胞を培養した。その後、

タングステン針をもちいた二本針型の刺激電極を細胞近

傍に配置し、電圧を印加した。刺激を提示する前にあらか

じめ蛍光色素を神経細胞内に導入しておくことで、刺激

電圧を印加する前後での活動応答を可視化した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

細胞から数 10μm 離れた位置に刺激電極を配置した

状態で５V程度の方形波パルスを印加することで、細胞は

刺激に対する発火応答とみられる蛍光を発した(Fig, 1)。

一方で、電極と細胞との距離をより引き離した場合や、電

圧を下げた際には、蛍光応答がみられなかった。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

服部 晃平、鞍掛 碧流、今井 絢子、橋本 拓弥、佐藤 

晃揮、髙橋 穂乃歌、早川 岳志、山本 英明、平野 愛弓、
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６．関連特許（Patent） 

なし 

 

Fig. 1 Stimulus response of cultured neuronal 

circuits. As for the nerve cells (No. 2 brown and No. 

3 blue) where the stimulating electrodes were 

located in the vicinity, a remarkable fluorescence 

response proportional to the applied voltage was 

observed. 


